














3人の若い編集者、アンドリュー（チャッキー）・バルトロ、サバ・ロフタス、そしてカルナ・ラナは次のように言う。「わたしたちは
みな、持続可能な解決策を実行する責任があります……もう、誰かほかの人が決めるのを待ってはいられません。今こそ行動
を起こすときです。違いを起こすのが手遅れになるまで待っていてはだめなのです！　わたしたち一人一人が変わり始めなけ

ればなりません」。

UNEPの最も重要なレポートである『地球環境概況5（GEO-5） (www.unep.org/GEo/geo5.asp)』をもとにした『若者のための
GEO (www.unep.org/tunza)』は、世界中の若者のための情報源として作られた。この中では、世界の環境状況に関して読者に
最新の情報を伝え、全体的な動向について現在の考えを解説している。

しかし『若者のためのGEO』は、われわれが滅亡への道を歩んでいるとほのめかすような単なる刊行物の一つではない。世界中で
集めた膨大な例を示し、われわれ自身のコミュニティからどのように関わりあい、物事を変えていけばよいかを示す前向きな概説
書である。

『若者のためのGEO』の内容は取り入れやすく、行動に移しやすい。情報を提供し、行動を促し、刺激を与えるという3つの主要セク
ションで構成されている。

1．「今日の世界とその課題」には、われわれが今いる状況を報告し、世界中の行動の成功例を取り上げたケース・スタディが書かれ
ている。そしてあなた自身の成功物語を作り上げるよう促しているのだ。

2．「わたしたちが望む未来」は、若者の視点からリオ+20の経過と影響を描いている。インド出身で25歳のアーシシュは述べる。
「わたしたちはみな同じように関わっています。理論家や科学の天才や、おたくっぽい人だけの問題ではありません。わたしたちは
みな、人間の健全な暮らしを促し、限りある地球の自然を尊重するような世界を作り出す努力を続けなければなりませんし、そう
すべきであり、またその必要があります。そして、わたしたちは今すぐそうすることができるのです」。

3．「カウントダウンを変える」は、グリーン経済や持続可能な開発教育など、主要なコンセプトを紹介している。また、特定の時間
で何か一つの変化を作り出そうというUNEPの提案であるOne-Oneが紹介されている。あなたは変化を生み出すため、1秒、1
分、1時間で、あるいは1週間で何ができるだろう？

『若者のためのGEO』は、若者たちが行動を起こし、あなたが住みたいと思い、関わり合いたいと思う世界を作っていくことを求めて
いる。その関わり合いとは、次のようなことだ。

・手を伸ばし、情報を分け合う。現在の環境危機について、そして可能な解決策について、十分な情報を手に入れることは簡単であ
る。しかし、誰もがそれを手に入れられるわけではなく、何十億もの人々が、なぜ気にしなければならないのかを理解していない。声
をあげ、人々の意識を高められるかどうかは、われわれにかかっている。あなたがやらないなら、ほかの誰もやらないのだ。

・持続可能な開発へ移るよう人々を説得する。われわれみんなの持続可能な未来を実現するために健全な選択をするよう、個人、
組織、そして政府をどう説得すればよいだろう？

・行動を変える。人々に考えを納得させたとして、その言葉を確実に行動に移すにはどうすればよいだろう？　科学、技術革新、政
策だけではわれわれは救われない。さらなる努力が必要になるとしても、行動を変えていくことがとても重要だ。

だから、飛び込んで、情報を得て、刺激を受け、そして友人、家族、学校、組織、さらには政府とともに、『若者のためのGEO』を役立て
ていこう。

今ここで、変化が始まる
CHANGE STARTS HERE AND NOW


